ヨランダ

推理作家殺人事件

今日有名な推理作家「工藤タケル」が自宅で頭をピストルで撃たれて、死
んでいた。被害者は銃を手に持って、検死官の死の時間の判断は午後２時ごろ。
隣に住む作家の友人赤村さんによると「バーン」と言う大きなピストルの音が聞こえたそうだ。赤村さんは「工藤家のドアを強くノックした。でも誰も返事をしなかった。だから管理人を探してドアを開けた。部屋の中に入って工藤君の死体を見つけた。」と言った。刑事の最初の判定は自殺事件だった。
作家の妻純子さんはスーパーから帰ってきて，夫が死んだことを聞いた。純子さんは夫が自殺した判定が信じられなかった。「主人はいつも明るくて前向きでした。私がスーパーに行く前に「今夜すきやきが食べたい」と話していましたた。それなのにどうして一時間後に自殺したの？」と言った。
　　妻の証言の後、詳しい捜査をすることになった。死体を見つけた時の部屋の状態はちょっとへんだった。まずは入り口のドアが閉まっていた。それに、かぎもかかっていた。部屋の電気は全部消えていた。でも窓が開いていて、テレビがついていたし、床下にはピストルが落ちていました！金庫はかぎが壊れていなかったが、現金が３００万円全部消えていた。刑事の再判定は強盗殺人だった。
　　しかし、それはほんとうの真実ですか？私にはそうは思えなかった。赤村
さんは刑事に「きのうの夜、工藤君と奥さんが大声でけんかしているのを聞き
ましたよ。なぜけんかしていたかは、わかりませんけど。」と言った。でも奥
さんの証言によると「実は最近赤村さんと主人の関係は悪かったです。赤村さ
んは投資に失敗したので、主人からたくさんお金を借りていました。いくら借りたのかはわかりませんが、まだ返していないようです。」と話した。
　　赤村さんは工藤さんからお金を借りていることをちゃんと説明した。
「お金？ええ、３００万円ぐらい貸してくれましたよ。でもできるだけすぐに返すことを約束しました。そして、工藤君と私は高校から親友でした。だから　私が殺すなんて、絶対できません。」と言った。奥さんも刑事にけんかしたことを説明した。「けんかしていたこと？ええ、よくある夫婦げんかですよ。けんかのもとは小さいことでした。晩ご飯のおかずのことで　けんかしたんです。」と言った。
誰が犯人でしょうか？
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